
事業実施報告書 

                   法人名 特定非営利活動法人 リンク リライアンス                   

事業名 障がい者の『やりがい・働きがい・生きがい』支援事業 

助成事業の種類 自立促進事業・人間分野 

1.事業の目的 障がい者の工賃が著しく低い実態を少しでも改善、より多く就

労の機会を提供して『やりがい・働きがい・生きがい』つくり

を支援するために実施してきた折り紙製品の製作・販売に、新

たな販売手法としてカプセルトイでのガチャ販売に取り組み、

話題喚起と販売機会の創出、拡大を図る。 

 

2.事業で取り組んだ

地域や社会の課題 

①厚生労働省の『障害者の就労支援対策の状況』によると、

就労支援Ｂ型事業所に通所する障がい者の方の 2020 年の賃

金（工賃）は月 15,776 円、 時間額 222 円という状況であ

る。 

 

②弊法人では日本の伝統文化のひとつである「折り紙」製品を

障がい者の方々が製作できるように企画、商品化してお土産

店、飲食店などに販売委託するとともに、地域のイベント、

催事への出展で事業の認知、販売を行い B 型事業所の業務拡

大を図ってきた。 

 

③しかし、社会での障がい者就労支援への認知、関心は高くな

く、お土産店、飲食店などの委託先開拓、イベント、催事な

どでの認知拡大、販売には限界があり、新たな接点や販売機

会の創出、拡大が課題となっていた。 

 

④そのため、最近様々な場所に設置され話題になっているカプ

セルトイのガチャ販売に取り組み、ガチャによる興味喚起、

販売機会の創出を目指した。また、カプセルトイは外国人観

光客にも人気があるうえ、折り紙細工自体も外国人からの関

心が高いため、外国人インバウンドを狙える施設や観光地で

のガチャ設置協力、開拓が必要と考える。 

 



3.取り組んだ事業の

具体的な内容・実施結

果 

①従来の折り紙製品にカプセルトイ用商品を加え、商品ライン

アップを充実。 

②導入したガチャ販売機を川口市の地域イベントに出展。折り

鶴商品の対面販売をするとともにオリジナルのガチャ販売機

の認知向上を図った。 

 （たたら祭り、川口市産品フェア） 

③ガチャ販売機の設置協力場所開拓のため、集客力のある施設

を視察。 

④取引のある川口市内の B 型事業所前にガチャ販売機を設置。 

⑤県外ではあるが以前より協力を依頼していた台東区浅草のそ

ば店にガチャ販売機を設置。戻りつつある外国人インバウン

ド需要に対応。 

⑥ガチャ販売強化のためカプセルトイ用商品を追加開発、製作。

ガチャ販売だけでなく以前から展開している日光での自動販

売機にも導入して拡販。（宇都宮市の株式会社アップデート

と協力） 

時期 内容 

７月 ・カプセルトイ用商品の開発 

・B 型事業所への製作指導 

８月 ・B 型事業所での製作、商品準備 

・8/27・28 日 たたら祭りに出展・PR 

（＊参考 全体売上 54,500 円、内ガチャ

16 個） 

９月 ・たたら祭りでの来場者評価を基に新商品を

開発 

・B 型事業所への製作指導 

１０月 ・川口市内他のガチャ販売機設置場所候補視

察 

（いいなパーク、グリーンセンター 他） 

・10/21-23 日 川口市産品フェアに出展・

PR 

（＊参考 全体売上 60,100 円、内ガチャ

15 個） 

・日光自販機への新商品導入 

１１月 ・川口市 B 型事業所前にガチャ販売機を設

置。 

（東川口 にちにち） 

・川口市内のガチャ販売機設置場所候補打診 

（行政センター、駅 他） 



１２月 ・台東区浅草、そば店にガチャ販売機設置 

（浅草十和田） 

・浅草での顧客評価を基に商品を見直し 

１月 ・カプセルトイ向け新商品開発 

・台東区浅草でのガチャ設置場所追加交渉 

（浅草メトロ通り） 

２月 ・台東区浅草へのガチャ追加場所決定 

 

○広報実績について 

 ホームページ、商品に同梱するカードで事業取組み、障がい

者事業所を紹介。今後、さらにホームページでの情報発信充実

を図る予定。 

4.事業実施により達

成した成果の具体的

な内容 

①まだ設置台数が少なく販売実績は大きくないが、オリジナルのガチ

ャ販売機の導入、設置による露出拡大で、障がい者就労支援として

の折り鶴製品、販売への取組みの認知が拡大出来た。 

・たたら祭り、川口市産品フェア来場者への露出、全体売上 54,500

円 

・台東区浅草そば店 来店者、通行人への露出、全体売上 60,100 円 

②カプセルトイ用商品の開発により商品全体のラインナップが拡充

して B 型事業所への製作依頼を確保。障がい者の就労支援に貢献で

きた。 

③ガチャ販売機の一部を協力B型事業所に提供することで事業所の独

自商品の認知、販売にも貢献し、結果として就労支援強化に繋がっ

た。 

5.費用面での工夫 ①製品材料などはインターネットで徹底した価格比較を行った

上で選択、購入した。 

②折り鶴に使用する友禅千代紙は、事業内容に賛同いただいて

いる企業（株式会社クラサワ）から市価の半額で購入してい

る。 

③移動、荷物の運搬などは極力会員の個人車を使うことで、ガ

ソリン代のみで活動している。 



6.地域社会への還
元について 

①弊法人の本来の目的である折り鶴製品による障がい者の就労

支援に新たな販売手法としてカプセルトイ、ガチャ販売機を

導入することで、微力ながらも地域社会での障がい者就労支

援の認知、理解促進が図れた。 

②また、新たなガチャ商品による商品ラインアップの拡充で、

地域の B 型事業所への製作業務依頼を増やすことが出来ると

ともに、ガチャ販売機の一部を B 型事業所オリジナル製品の

販売に活用いただくことで、協力いただいている B 型事業所

の就労支援拡大に繋げることができた。 

7.来年度以降どう
事業を継続し発展
させていくか 

①引き続き地域イベントに積極的に出展して認知向上を図ると

ともに、本年度は十分に実現できなかった県内のガチャ設置

協力場所の確保についても、地域の情報、メディアなども積

極的に活用して計画的に攻略を図る。 

②ガチャ販売機の設置拡大には商品補充などのアフターフォロ

ー体制が不可欠になる。現状の人員体制では限界があるため、

地域ボランティア、協力者の確保など新たな人員確保、体制

強化を図る。 

③ホームページを充実させ、B 型事業所で制作する手作りガチャ

商品の PR を進めるとともに、通信販売の効率的なシステム構築

により B 型事業所を支援する。 

 

 


